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勝倉壽一鰯文学〉
　轟等学校の古典教誘としてよく知られた馨贔に蓼大鏡墨第3巻紅右大駆麟輔涯鉱のいわ締る「か

はらけ事群雲の逸語がある。村上天皇の中宮安子が，室耀殿の女御芳子の美観と帝の寵遇に嬢擁し

て，購ての壁に穴を灘けて土器の破片を苔ちつけたのを，機嫌を罎ねた帝が安子の兄弟に謹槙鎚分

を命じたところ，安子は帝に追って麺分を取蓉濤させたという。

　この逢姦は多くの教科婁に載せられているが，橿轟寮内の高校にお雛て採摂されて雛るのは，匿

文縫縮等学校　露語鑓，魚鱗書籍縞等学校　古糞蝿，及び教奮轟飯詰典遜である。

　しかし，蕪の2種の教科書が，匿安子の嬢嬉という教材名で「かはらけ事欝まの逸誌を薮めて

いるのに越して，教官墨叛ζ古典環は「串宮安子淫の題のもとに暇め，次いで安子の娯擁の鰐象

となった宣耀殿の女御芳子と替上帝の愛精模様を語る第2巻「左大駆麟列伝の逸謡を「宣耀殿の

女御達の題で殺めている。

　この編集方舞の違いを各縫飛行の「詣導資糧によって見ると，繭の2教秘書は安子の嬢擁深

さ・気性の激しさ，また，寛容さと愚嬉豊かな入懸盤を縫え，人のよい恐妻家である帝との，男女

の愛猫溺題を詣導の準核に据えているのに帰し，後者は安子の逸謡を藤原一鱒内簾の権力争いを青

景とした，安子の父麟輔（九条家1と芳子の父懸舜（小一条家／の激しい蝦立・反目の蟹綬として

捉えることから教韓解綬を行っている。

　奮うまでもなく，『大鏡至は，多くの印象釣な読議を連ねて，平安轄廷における遵長の専権への

遵の合理朗な解職を語ったものであ毒，その説話はいずれも蟻時の複雑な政治鶴軟泥と，織熱な権

力争いを背筋において語られたものである。その作轟量界は当時の政治的軟泥と，権力争いの歴史

的事実を踏まえることにおいて擁めて遷解することができる。そのことはまた，歴史鞠譲である

蓼大鏡薩の文学史上の粒羅について，藍建な種解を与えるための必要条件でもある。

　本稿は，吉典教材である『大鏡雲離輔伝の説話の瑳解に資するために，教韓麟究にあたって露ま

えるべき基礎離婁群である当時の致治醜状溌と，権力争奪の様穏を中心において作品解綬を行った

ものである。

〔キーワ一霞教耕馨究　歴史麹語　大鏡　安子

藩．はじめに
　慶大鏡蓮の作者が藤原氏の栄華と専権への遵鶴1こつ

いて語ろうとするとき，後宮に絶大な勢威を振る婚，

盛代の政治に関与した2人の后，村上皇后安子（藤原

麟輔女，冷泉・溝議母唇〉と，霧離縁詮子（藤原兼家

女，一条母后〉の事績に多くの筆を費やしたことは，

故のないことではない。第3｛巻「右大鋲糞輩輔」｛芸薄書，

九条流の櫨である舞輔の事績に先立って安子盟係の逸

謡を語っていることも，のちの道長に至る九条流の栄

華の系譜における安子の盤置の重さを鞠語っている。

　講じく，藤原氏の栄華を語る匿栄花秘語遷の巻第i

窮の宴まが藤原詩家九条流の栄華の歴史の始発の巻

であ辱，その発展の様楊を語ることに主題を据えて，

村上天皇と麟輔一女中宮安子とのめでたき有様を捲く

ためにi巻の3分の2の分量を費やし，最高の栄紋に

あって至福に満ちた麩常を詳達していることは．髭学

の説かれたところである。D安子の懐妊，憲平義王（冷

泉1誕生の喜び，憲平立太子，安子立后などの記事が

連続して語られるのも，主題の一貫性を謹する。ま

た，隣書における安子の倒懸から鰻御・葬送・追慕に

至る嶽御関係記事が，村上帝や緬輔のそれに数賭する

分量と具体的・迫真的な描写を尽くしていることも，

賎に指摘がある。2｝

　さらに，安子の突然の醗御の報に接した帝の悲嘆の

さまは，蓼村上天皇御言縫康繰発隼逢肩器藝の条に詳し

い。

　　以応報墾年遜月甘露欝，於主殿寮庁誕生女箆，今

　　弩巳亥韓冬子鰐寮，時年三十八，後盾位七載，夫栄

　　耀無常．運命窟獲，擁麩遷之，誰人永存，然薦弘
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　　仁以来，無為運妃之皇后，当時積金走者，今誓豊郷

　　之後音有蓋年，共裳襯．講就癒，多経春秋，溌闘

　　嬰孫兄子髭薦恋奨，先言涙下，梅醤締緒敢懸心膜

　　乎・一31

　蘇生の報の束の瞬の喜びから繰簿を確認した帝の淀

癪な哀憐の椿の畦露と，記録の詳耀さは，「馨しめし

て，すべて簿事もおぼえさせ給はず，緯声をだに搭し

ませ給はず，ゆ・しきまで見えさせ給ふ御有様壷。4｝」

という疹栄花勅語暑の平尾な配達を凌駕すること数等

であろう。

　これに対して，安子の事績を語る「麟輔墜伝には，

九条流の栄華を決定づけた憲平義王誕生の喜びや，憲

平立太子，安子の立后，安子の死に寄せる九条一臨の

悲嘆のさまなど，栄華の道を邁進する九条流の哀歓に

ついての記遽は一切晃墨らない。むしろ，村上後宮に

おける后妃の多さや，蜜耀殿女御芳子（藤原麟勢女／

の寵遇をめぐる帝と安子の確執，安子の政治介入，さ

らには重騨鶏王妃登子（編輔女）に寄せる雛上帝の異

常な執心ぶりなどの好色談的な記連が多い。

　その第…のエピソードをなすのが，芳子に対する安

子の媛擁の激突を語る，いわ攣る紅かはらけ事件唾で

ある。芳子の美貌と村上帝の寵遇に簸類した安子が，

藩ての壁に穴を開けて土羅の破片を打ちつけた。その

春鳥に機嫌を揚ねた帝は直ちに安子の兄弟を謹槙麩…分

に付するが，安子は帝に邉ってその鑓羅を嶽護させた

という。この逸謡慧飽の甕書類には見られず，『栄花勅

語垂にも安子と芳子の財立を示唆する記違はない。

ゼ大鏡雲作者の麟鐸と見るべきものであろう。ぎ十譲

抄遜『康頼宝勃集オに事件の概鶏炉記されているが，こ

れはぜ大鏡董の説話を要約したものであろうか。

　安子の「かはらけ事件まは，次に続く安子の後宮支

配と政治介入，及び村上帝の登子への懸想麗題と一体

のものとして語られている。鍵って，「かはらけ事件3

1ま韓土1帝の好色性と安子の異常な娠薙深さを語るのみ

ならず，藤原詑家と皇孫源氏，北家内部にお謬る九条

家と小野宮家，小一条家炉対立・捲抗する外戚数治の

酷薄な現実をも賠示するものであったと患われるので

ある。

2．村上後宮と安子

　糠轍伝の安子関係記事は，紅第一の緯女，村一ヒの

先帝の御時の女御，おほくの女舞・みやすどころのな

かに，すぐれてめでたくおはしましき。薩という，村

上後宮における后妃の数の多さと，安子の勢威の認遠

から始まる。

　村上帝の后妃・皇子女の数については疹簾中抄・

上遜に「后女御更衣手入，男女の御子十九人制とあ

る。難の帝の場合を，同じく　ゼ簾中抄遷の記載によっ

て見れば，文徳帝ヂ女舞六入，みこ二十九人達，清籟帝

ヂ女御十三人，みこ十八人」，光孝帝「女懲露人，男女

簿37－T2

のみこ馨十一人」，醗醐帝「女舞更衣二十一人，御子二三三

十六入」とあ誇，替．L後宮の麿妃の数が特に多いとは

害えない。

　しかし，飽の帝については「おほくの女御・みやす

どころのなかに」傷大鏡蓋1，「女御達あまた参り給へる

中に」（ぎ栄乾霧譜第というような，后妃の多いことを

強講ずる記述は見られない。匿大鏡遜においても安子関

係記事の特異さを示すものとして昇進しえないであろ

う。このことはまた，樗上帝の好色牲を語るのみなら

ず，それだけに激しい貴族闘の争いを生んだ外戚政治

の現実を語っていると言うことも畠来る。

　いま，村上帝の澹妃をゼ一代要詫r｝の記載に礎って

舞冠すれば，次のようになる。

　　皇后藤原安子（麟輔女，天慶3隼蓬層欝欝翫合，

　　　　　　天慶9隼5月2帽村上郷麩によ辱女舞，

　　　　　　天徳2隼鐙月27嚢中富）

　　女舞藤原遺子（実頼女，天慶8隼1絹5嚢入内，

　　　　　　天慶9年鴛月形霞女舞，天暦元年5月3

　　　　　　露卒！

　　麟　徽子女王（醍醐皇子式部嫌重瞬女，天簸2年

　　　　　　2月入海，天暦3隼藁屑7霞女舞，承香

　　　　　　殿女毛鋤

　　購　庄子女王｛醗醐皇子中務宮代明女，麗豪毅女

　　　　　　御〉

　　属　藤灘芳子（懸勇女，天徳2奪欝得28馨女御，

　　　　　　宣耀殿女御／

　　更衣源謙子（広繕車糖置癒瞬女，女舞1

　　薩　藤原歪妃（按察大納需在籍女，鞍察の篠息所〉

　　霧　藤原祐嬉（元方民部郷女1

　飽に縫子，有序，轟侍には貴子，灌子があ辱，のち

に藤原登子（轟輔女，重鰐繋王室）が入内して貞観殿

瞬侍と称した。

　このうち，小野宮左大鋲実頼三女の女御遺子につい

ては．ゼ大鏡磨第2巻「太政大臣実頼墜伝に「このおと

ずの鐸女子，女舞にてうせ給にき。村上の鶴時にや，

よくもおぼえはべらず。まと記されるのみである。そっ

けない搬いになったのは，当時の政治力学に作構しな

かったためであろう。

　また，重明義王女の女郷徽子女王については，第恐

巻ヂ太鼓大臣遵長下まの「昔物語諜に徽子の強く琴の

音に構かれて，久しく渡らなかった村上帝が局を訪ね

たところ，徽子はゼ秋の馨のあやしきほどのゆふぐれ

に，おぎ吹騰のをとぞきこゆる達という嚢作の歌を弾

いていたので，天皇も深い感媛を覚えたという哀艶な

響きを帯びた話・がある。安子・芳子・登子らの勢威と

寵遇の陰に忘れられた妃の哀詩である。

　ところで，『大鏡遜の安子麗係誕事の分析に先立っ

て，ζ栄花秘語裏の縫孫罷事の構成を見ると，次のよう

になる。

　　多くの女御の串で第一の女舞であったこと。
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　・安子，承子内親王を畿薩。壊歳で死去。

　・安子の懐婬と憲平穀墨継産。祐鰹駿の第…皇子広

　　平魏王を擁する元方罠部郷の衝撃と落縫。

　　憲平霧王の立太子。

　・安子立后。

　　元方民部郷，広平親王，嬉嬉の趨次ぐ死。憲平幾

　　董の異常性格と，元方の霧の崇弩とする辮。

　・安子の懐錘と御簸。祷霧と元方の霊の跳梁。選子

　　繊塵と崩御のこと。葬送のこと。

　その霧に安子腹の為平義王の立太子不成立のこと，

安子の妹登子と蕎上帝の椿事の謡か含まれる。

　このうち，蓼栄花秘語遜聾者の瞬心の強さに注§され

るのは，元方蔑藻麟の怨念に麗する記事である。

　　かくて東宮羅つにおはしまし・隼の三海に，元方

　　大納議なくな瞬こしかば，その・ち，一の富も女

　　御もうち続きうせ給にしぞかし。そのけにこそは

　　あめれ，東宮いとうたてき御もの・けにて，とも

　　すれば簿心地あやまりしけ毒。

　記録によれば，元方は憲平親王鵡生の3年後に死去

してお鯵，安子立后はその5年後．広平親王の死は元

芳の死後鰺隼§のことである。その職こは，安子の巌

御，材一と帝の退位，嶺篠，冷泉帝の懸盤，退種，溝灘

帝の雛位などぴ），多くの歴史の転響が存在する。ま

た，広平嚢王と穂婚が講時難に死去したかは定かでぱ

ない。

　しかし，匿栄葎勅語基本文の建うち続きうせ涯は，

史実はともかくやは弩底本のように婁一の筥も女御

も遜を受けるのが文賑としては穏やかである。Sヨか

ら，東宮憲平が尋歳の時に元方父嬢，義王が嬉次雛で

死去し，怨霊となったとする疹栄花麹語磨の史実無撹

の書き方は，意図釣と誓わなければならない。

　安予の輝穣から崩御への展灘こも，元方の叢の跳梁

ぶ勢が語られる。

　　御もの・けどもいと数多かるにも，かの元方大納

　　需の震いみじくおどろおどろしく，いみじきけは

　　ひにて，あへてあらせ奉るべきけしきなし。東宮

　　をもいみじげに申し愚へり。

　蓼栄花鞠語垂においては，元方の霊は憲平親王に崇

って狂疾の気を生じさせたのみならず，安子の簿雛と

講舞，替上帝の御難と鰻御，冷泉院の女舞超子の頭死

の際にも崇弩をなし，長く九条流に取瞬籔いて宮廷娃

会を震撼させている。

　これに薄してζ大鏡墨では「麟韓雄伝における蘇輔

との確執が元方の怨霊化の霞として語られてはいる

が，元方の霊が冷泉醗に祟ったことは後に第尋巻「内

大臣遂隆盛伝に語られるのみであ辱，替、熱帯，安子の

御惚と騰御への跳梁のことは記されていない。むし

ろ，第3巻「太政大臣懸雪」伝では小…条院の東宮辞

退の鰹に「この鶴のかくおぼしたちぬる事，〔略／おほ

くは元方の艮部辮の霊のつかうまつるな辱逢とあっ

て，遵長の謀略に手を貸しているかに見える。

　『大鏡垂の安子関係記事の特異さは，置栄花秘語遮が

筆を尽くして記した，九条流の繁栄を約束する冷泉鐵

生の政治麟意味と，九条流に対する元方父娘の怨念へ

の関心炉薄く，代わ酵にrかはらけ事件淫をはビめと

する安子の強塾爆牲と，その敬治介入，及び帝の登子

への懸想講題への講応など，九条流の権力掌握への道

を注視するところに認められるのである。

　3．「かはらけ事件」の背景

　慶大鏡露の後宮関係記事の中でも最も印象的ないわ

繭るヂかはらけ事欝弓は，いかなる時類と政治的背景

のもとに起こったのであろうか。

　まず，事件墨東の時購について見ると，r栄花駒語遷

「月の宴1に村上帝が芳子に箏の琴を教授していた

時，ヂ女御の御はらからの済時の少将，常に舞前に鑑で

つ・，さ瞬デなくき・ける程に」自然に習得し，見事

に弾奏したとある。この済縛が左逓少将に任じたの

は，1志憩光年（96め8月7日の事である。縫って，

ゼかはらけ事件」は応報元年8房から瞬尋年（康保

元，繋4／凄屑の安子の嶺御までの3年半程の闘の饑寒

事であったと想定される。獅

　これに先立つ天徳壌隼（鮪癖　5月厘繧，右大臣・正

二鍾の九条家輝輔が§3歳で麗去した。残された締輔の

子女と皇太子憲平蔑王（§歳／を取辱巻く台薦，後宮

の献1滉は次のようになる。

　左大窪・正二鮭の佐にあった小野宮家藤原実頼は磁

歳で，女の女御達子は賎に天麟元年（襲71に麗じてい

た（鞍本紀略動。述子は皇子女を儲けておらず，一男

敦敏も瞬年に死去していた。こののち，繕穣3年

（露3／に二男頼忠が参議・従醤蕪上として台麟に名を

連ねることになるか，実頼には台襲・後宮ともに政治

的な足掛か瞬ま乏しい。

　更衣豊妃を擁する藤原蓬衡は大納言・鑑三泣で欝歳

であった。正妃はのちに三の宮（敦平〉を生む。

　瞬じく大納言・正三位の源高明（醗翻帝第一源氏1

は魂7歳で，のちに安子鰻の獲の宮（為平〉を女婿とし

て外戚の道を窺うことになる◎

　小…条家藤療懸考は権大納言・正三位で毅歳であ

る。女芳子は天徳2年（％8／女御として入内してお

陰，のちに六の宮（塁平〉，八の宮（永平／を生む。

　これに対して，麟韓の麗去時，九条家では皇太子憲

平を後見すべき公懸はなく，一男俸舜が謎照｛立上で37

歳であったが，饒輔の死によ毒8蒋23暴参議に任じ，

左近中将を兼ねている。弟の兼通は，晦輔の蓬去時は

従獲種下・中宮亮で36歳であ辱，繕穣逢隼の時点では

中宮権大夫に任じている。兼家は毘豊艶下・小納言で

3重設であったが，臨報逢年の時点では左京大夫であっ

た。縫って，旛報尋年（§艇／の安子鱗御までの羅では

俸券一入が台懸に名を連ねていたことになる。いずれ
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も，中宮と皇太子の外戚としては勢威に乏しい。

　また，鯵一と帝の皇子は，次の遜琴である。臨

　　一の宮（広平／　天暦逢奪（鮪脅／生，覚方女誌鰹

　　　　　腹Φ

　　二の富（憲平）　天磨4年生，安子籏，羅隼7月

　　　　　二藍太子，のちの冷泉帝。

　　ヨの宮（致平／　天麟5年（鮪il生，寵衡女正妃

　　　　　腹Ω

　　懸の宮（為事）　箕暦6年（鶉2〉生，安子腹。

　　五の宮（守平！　天徳3年（馬9〉生，安子駿．の

　　　　　　ちの巽鞍帝。

　　六の宮（昌平〉　天暦鎗年（鋳麟生，練ア女芳子

　　　　　駿，応和元年死去，6議。

　　八の宮（永平／　生誕隼不瞬，芳子腹。

　　七の宮（其事）　康保元年（弱蓬）6月生，代弱女

　　　　　庄子駿，安子の死後の墨鑑。

　　九の宮（昭平／　天暦8隼（§騒1生，重妃腹，天

　　　　　徳尋年鱗姓源氏。

　このこと；から躄れ1ぎ，「オ鰭まらけ事｛隼」カ§起きた獲の

台麟で，九条流の慧抗者と見なされるのは実頼．在

衡，麟灘，及び皇孫源氏の賓力者源高購らであを），競

一王を有する有力考はのちに墾の宮（為平／を女婿とし

た高騨と六の宮（昌平／を擁する麟雰である。一の宮

（広平〉の夕舞寂である大納叢’藤原元方は，羅iに天暦7

隼に死去している。また，三の宮（致平〉を擁する按

察大納言在衡は簿代の高齢であ辱，その一男露光は正

霧紘下・治部郷・近江守を極官として台霞に地歩を得

ていない。

　懸の宮為平親王は安子醗御の時はi2歳で，安子嶺御

後の康繰3隼に高聴の女婿となっている確村、熱天皇御

記蚕1。置栄花物語雲では安子の存命中に村上帝の譲位の

意陶が示され，その新，帝と安子の寵愛にもかかわら

ず為平を将来帝撹につけるには支縫があむ，守平を皇

太弟にする誌が起こったと記しているが，松林薄霧氏

ぱこの記事の史実性に疑瞬を提越し，これを濃保元奪

の護と推定している。贈高明はのちに安灘の変の謀略に

よ昨垂井除されることになる。

　一方，芳子駿の六の宮（愚平）の生年は未詳である

が，譲本紀略書の応報元年8鐸23馨の条に紅無品畠平

親王麗。隼六。今上第六子。蛙とあ弩，「かはらけ事

件」の想定隼次に重なる。また，講じく芳子腹の八の

宮（永平）は煮麺2年鎗樗i3欝に2尋歳で薨じてお錘

確尊卑分藪書），逆算すれば康繰2隼の毯生ということ

になる。従って，安子の紅かはらけ事群雄は六の宮を

擁する芳子への嬢擁，または六の富を失って悲縫に暮

れる芳予への帝の愛簸が皐まったことへの反感による

ものと見ることが鐡来る。

　しかし，「かはらけ事件誰そのものは罫大鏡磨作者の

虚購であると推灘さ蔑るが，、熟達の史実に重ねて見れ

ば，銭に天暦淫隼に乳児の憲平の立太子を果たし，天

博§7一藩2

徳2年には自ら皇后に羅立された安子が，愛隻iを失っ

て悲獲に暮れる芳子に対して，娠無のあま瞬こ暴力行

為に走るのは不自然である。芳子駿の八の宮（永平〉

撫生の時懇は安子の巌簿後と見るべきであるが，t21鞠語

量弊の構図は帝の芳子寵愛と，轟平または永平を擁す

る小一条家締雪への警蔽心がヂかはらけ事件まを誘発

したと見るべきであろう。

　この暴力鳶為に機嬢を撰ねた村上帝は，鰯痙に九条

一族の撃考，兼通，兼家を謹績麺分に絶する。このこ

とは，台藩に参議俸畢を擁する九条流の撰除と憲平義

王の後発勢力の後退を意味することになる。安子にと

っても緊急の事態であった。安子は季重L帝に痘談請し，強

弓iに越分を撤鰯させるとともに，後宮から帰参許しの

宣旨謹を鐵させるという異｛残の政治介入をはかるΩ

　ヂかはら轄事件まは，皇孫源氏の欝斥を灘つた安秘

の変に鰐略する，九条流と小一条流との確執の説藷化

を意饑したものであると叢ってよいであろう。

　4．「かはらけ事件」の解釈

　安子翼係の記事は，韓t帝をひどく遠慮させ，無遷

難題をも遜させた安子の嚢牲の強さと，それを背後で

支える九条家の力の存寵を賠示し，村上帝の治政の内

実を暴露することから嬉まる。

　　みかどもこの女御殿には塾みじうをぢまうさせた

　　まひ，あ琴がたきことをも奏せさせ給ふことを

　　ば．いなびさせたまふべくもあらざ瞬鷺。いは

　　んや，露余の事をぱ，まうすべきならず。すこし

　　御心さがなく，御ものうらみなどせさせ給ふやう

　　にぞ，よその入にいはれおはしましし。みかどを

　　もつねにはふすべまうさせ総て，

　藤原詑家九条流の栄華の遵を磐石のものとした皇后

安子の人暢像を，否定釣麟露から搭赫ていく異常さに

濃霧しなければなるまい。野あ琴がたきこと」綜余の

事」が，安子の専横の振舞と後宮による政治介入を賠

示していることは言うまでもない。

　作者は，まず意地悪で嬢嬉深い安子の性格を強講ず

るとともに，ある夜，帝漆§安子の局垂こ渡られた時，地

の妃に心を向鞭ることへの媛擁心から舞を灘幸ずに遠

い返したという逸誌を紹介する。安子の入構に対する

「よそ入i（選鷺一綴1の取辱沙汰を語った後に詰む手

の秘密話を紹介するという手法は，その特異な人購牲

を客観的に蓋礎づ酵て「かはらけ事誓」の導入の欝き

をなすとともに，事件の倦愚鴛を馨象づ睡る購鑓をな

している。

　　いとやすからず，えやしづめがたくおはしましけ

　　ん，なかへだてのかべにあなをあけて，のぞかせ

　　たまひけるに，女舞の御かたちいとうつくしくめ

　　でたくおはしましければ，ゼむべ，ときめくにこそ

　　あ瞬ナれ3と御覧ずるに，いとゴ心やましくなら

　　せ給て，あなよむとをるばか》〉かはらけのわれ
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　　してうたせたまひければ，みかどのおはしますほ

　　どにて，こればか瞬こはえたへさせたまはず，む

　　づか陰おはしまして，ヂかうやうのことは，女虜は

　　せじとて。無勢・兼遜・兼家などがいひもよほし

　　て，せさするならんまとおほせられて，みな殿上

　　にさぶらはせたまふほどな瞬ナれば，三醗ながら

　　かしこまらせたまへ弩しかぱ・一

　帝の臨籍する場において，その寵妃に器勃の破片を

投げつけるという薄着無人な行為は，帝の体藤を汚す

のみならず，芳子に侮辱を受けた麟勢力の縷激を緯び

起こす。後宮の秩序と帝の権威を繰っために安子への

鑓分は避けられない。しかし，この行為が安子の異常

な嬉i擁魁魂こ発することは「毛・さがな1く，御ものうらみ

などせさせ給ふま安子の性格から想定しえたにもかか

わらず，帝はr留響・兼通・兼家などがいひもよほし

てせさするまものとして，護縷延分に付する。「かうや

うのことは，女房はせじ匪という帝の韓藪は，東宮

（憲平〉の母総の権威への配癒と，安子に「いみぢう

をじまうさせたま」う遠雷心からであったであろう。

　しかし，この鑓分はただちに九条流の危機に繋が

る，、安子の暴力鴛為を，その磐戚である葎雰ら九条晃

弟の教綾によると歎ずることは，事件を後宮海部の嬢

媛沙汰に鑑めず，九条家による小一条家への疵遊また

は雛発行為と認めるに等しい。帝の芳子寵愛と芳子腹

の昌平または永平の存奮を考えれば，事は九条流から

小一条流への帝の心変わ弩を零すものとも解せられる

からである。

　これに講ずる安子の反感萎ま，「いとずおほきにはらだ

・せたまひて聾「たびたび『なをなを遜と御溝息あ瞬ナ

れば盛ゼた“いまめしかへせ葺ヂせめまうさせたまひけ

れば！「御衣をとらへたてまつ箒て，たてたてまつらせ

たまはざ瞬ナればユなどの執橡な越分取消し要求か

ら，皇后の兄弟に対する宥免越羅を強要して，「いみじ

からんさカ、さまのつみあ轄とも，この人々をば『お1要し

ゆるすべきなり。3とまで叢塾募るに至る．違法・悪逆

の行為をも黙過せよという強要に，「大鏡垂の作者は

「これのみにもあらず，かやうなる事どもおほくきこ

え侍しかは。達と違べて，安子の専横の振舞と政治介入

の真棒的事実の存在を裏｛穿ける。

　ギかはらけ事件」として語られた安子と芳子の争い

は，僻雪・兼逓・兼家ら九条家麟韓の選箆たちと小一

条家瞬考の権力争いを代行したものであった。帝の嫡

妻による寵妃への嬢娠と迫害は，そのまま富建縫会に

おける権力翻争そのものであったからである。

　従って，安子の暴力に対する欝罪・兼選・兼家の謹

襖越分は，九条流の勢力檸長に対する村■L帝の天皇権

力（王権1の背縫を意鎌していた。轡上帝は延長尋年

　（競§1の生まれであ鞍，影かはらけ事件」の懇定率次

叢鋳は35歳から38歳に当たる。難位後蔦奪を経遇して

治政は霧熟簸を逮えてお琴，外裾父患平の麗去後はそ

の患である小野宮家実頼，九条家臨輔，小一条家締

雰，及び皇孫源氏などの微妙な勢力のバランスの上に

村上朝莚は営まれていた。しかし，九条流の紳長を揮

生する村上帝の意図が安子の厳しい捲絶のために挫観

することにより．天皇権力は決定釣な失墜を示し，安

子を葦警心とする九条流の実質的な政権支酸が進行して

いくことになるのであるひ

　「緬輔］伝における鯵上帝の搬いについて，馨撫欝

さくを氏は，

　　麟韓伝において，形成される村ま二像は，甚だしい

　　好色漢であ誇，自主性のない，一女御の専横のま

　　まに勤かされ，幾え，一女御に政治に迄くちばし

　　をさしはさまれるような，甚だ騎軍変ない天皇像

　　を，熱意と興練をもって，長々と，具さに形成し

　　あげる。撒

と説いているが，柱上韓の政治を墾藪した安子と九条

流の政治介入の典型舞として語られるのが，村一と帝の

好色性を稀耀した登子への懸想問題の健建である。

　5．登子への懸想
　登子は村．と帝の兄宮式部郷里鞠室であるが，かいま

見てその美観に魅惑された種上帝は安子に懇請して密

会を重ねる。璽賜親王は天暦8奪（§騒1に麗去され，

また安子も癒灘4年（§騒）に嶺御すると，帝はただち

に登子を尚侍に遵え，麗雛の羅惑や葬難も顧みずに寵

愛するに至る。

　　このきさきの宮の御おと、の中のきみ導ま，重｝舞式

　　部麹の富の詑方にておはしまし・ぞかし。その親

　　王1ま，季重ま二の御1まらから1こおはします。この宴の

　　うへ，さるべき事のお瞬ま，ものみせたてまつ舞

　　にとて，きさきのむかへたてまつ1）たまへば，し

　　のびつ・まい娠たまふに，みかどほの簿覧じて，

　　いとうつくしうおはしましけるを，いといろなる

　　御心ぐせにて，宮に，かくなむおもふと，あなが

　　ちにせめ申させたまへば．一二凌，しらずがほに

　　て，ゆるし申させたまひけ穆。さてのち簿心はか

　　よはせ給へる倒けしきなれど，さのみはいかデと

　　やおぼしめしけん，きさき，さら撫ことだに，こ

　　のかたざまはなだらかもえつく移あへさせたまは

　　ざめるなかに，ましてこれはよその事よ瞬まこ・

　　ろづきなう鵬〕おぼしめすべ1鴛tど，御あた鯵

　　をひろうかへ鯵み給御こ・ろぶかさに，人の御た

　　めき・にく・うたてあれば，なだらかにいろにも

　　いでず・ぐさせたまひけるこそ，いとかたじけな

　　うカ》なしき事なれな。

　『栄苑勅語輩によれば，帝と登子の密会は重騨親王

の存命串に鎗ま鯵，安子の崩簿後まもなく九条家に登

子の参内を強要している。宮串に違えてのちは後宮の

秩簿を無視した寵愛ぶ弩であ弩，韓致も羅怠がちで，

聡密実頼を嘆息させるほどであったという。
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　しかし，慶大鏡選の作者は，帝の登子への懸想問題を

替．ヒ蕾の塁1后であ鯵登子の羅舞麟｝である安子の翻から

語琴，自らの感構を押し殺して醜麗の鎮静に騰心する

安子のゼかたじけなうかなしき」対応を携継ている。

しかも，帝の登子への懸想は欝年余にわたるものであ

弩，その執心の強さが窺われるが，その馨に宣耀殿女

御芳子の入内と，帝の芳子寵愛に嬢嬉した安子の「か

はら1ナ事件謡が違こることになるのである。

　置栄花鞠語聾郭大鏡蓋に詳遠された村．ヒ帝と登予の密

会の事実や懸想翼題は史書類1こ晃鶉らないが，ぎ大鏡墨

の作者が村上帝の登子に寄せる異常な執心ぶ弩を措き

つつ，購時顯に芳子に嬉する安子のεかはらけ事件」

を構態した意翼1は単純ではあるまい。東宮の母后とし

て皇后に鷺立された安子が，媛娠に狂って芳子への暴

力行為に走る異常な嬢鋸ぶ琴と，妹登子に鰐する帝の

韓心への寛容な態度との殊更な対雛には，『大鏡雲作者

の意馨的な匂いがする。

　邸ち，村上帝の登子への懸想鶏題は，登子を宮中に

呼び逢えて村■と帝の「いといろなる御心ぐせゴを麟激

し，帝の好色癖を利矯して九条流に繋ぎまめる意躍を

含むものであると推灘されるのである。宮串の催し事

を覇濡して登子を宮中に招き，一，二度の密会は黙認

しつつ，以後は登子の参内をまめて帝の執善心を昂め

るという鎚置に，安子と九条家の謙遜姓を読み簸るこ

とは容易であろう。

　　さてきさきの宮うせさせおはしましてのちに，め

　　しとりて，いみじうときめか（さ窪せ給て，貞観

　　殿の内侍のかみとぞ申しかし。よになくおぼえお

　　はして，こと女舞・みやすどころそねみ給しかど

　　も，かひなか琴け琴。こ震につ診ても，　郵九条殿

　　の御さいわい重とぞ，入牢ける。

　芳子に対する「かはらけ事群落は，九条流と小一条

流の勢力争いの代理戦争であ諺，九条流の強烈な敵穣

心の現れであったと見ることが鐵来る。一方で，九条

家は村上帝の登子への執心を舞濡し，台閣の受け生め

方や毯問の暴評を冷静に詩箋しつつ，徐々に號成事実

化を緩る。しかも，安子の存命中に後宮に入れるので

はなく，安子の死後に糞侍として入内させ，帝の寵遇

を繋ぐことによ琴，いまだ台懸に地貌を確立していな

い安子嶺御後の九条家の権力保持のために登子を趣偏

したのである。

　それは誹算どおむの結果を生み，登子が帝の寵愛を

独占することによ弩，飽の后妃の栄達を防ぎ，芳子へ

の寵愛を冷隷させることに成功する。「睡勇」伝には，

安子の死後まもなく帝の芳子への寵愛が冷え，登子の

入内を強要して寵愛したことが語られている。その背

後で，俸雪らは皇孫源氏の実力者である源高明の誹斥

を策し，守平の立太子をはかって，瞬罪の野望の蕃能

牲を難じることに成功する譜）守平立太子に一役買っ

たのは登子であるとする説もある評　「九条毅の御さい

19§7一事2

わい」は鶴然の契機からの籠倖ではなく，安子とその

兄弟妹らのしたたかな言t算と実行力の絃果であると書っ

てよいであろう。

　6．九条流の専権への道

　悔語量鼻は，次いで安子の包容力に富む大極の紹介

へと転纏する。この転換については人勃掻写の違秘懇

を指摘しつつr大鏡墨舞者の「多値釣描写窪や「大震

観察の部厚さ」を認める見解もあるが，辮先遠した安子

像と表裏の閥係を持つ統一的な大晦橡の形象として捉

えるべきである。

　　おほかたの鶴き心はいとひろく，人の舞ためなどに

　　もおもひや鞍おはしまし，あた弩あた鯵に，ある

　　べきほどほどすぐさせ給はず御かへ睦みあ鶴か

　　たへの女御たちの舞ためもかつはなさけあ弩，懲

　　みやびをかはさせたまふに，こ・ろよ辱ほかにあ

　　やまらせたまひぬるときの幾ものねたみのかたに

　　ゃ，いかずおぼしめしけん。この小…条の女鶴

　　は，いとかく御かたちのめでたくおはすればに

　　や，舞ゆるされにすぎたるお琴お鋒のいでくるよ

　　辱，か・る事もあるにこそ。

　自らの身還に仕える者，その意両に鍵顯な紀たちに

対しては寛容な態度で接し，愚籍をかけるが，その麟

舞の枠を越えた振舞に対しては，強熱な反発を題し，

猛追を藤えるというのである。「かはらけ事件窪は芳子

の美毅への娠擁ばか警ではなく，r御摩るされにすぎた

るお鯵お1？のいでくるよ1擁厳しい対応を招いたので

あった。羅ち，帝の常軌を逸した寵愛ぶりと，寵遇を

笠に惹て妃の分を越えた振舞，そ麗を頼みとする対航

勢力の増長に対しては，帝の嫡妻，東富の母后として

全力で猛追を換え，徹底した癖除の方舞を持つ。それ

が安子の後宮支醗の内実であった。

　　おほかた殿．ヒ入・女饗・さるまじき女宮までも，

　　さるべきお鞭のとぶらひせさせ給ひ，いかなるお

　　弩もかならずみすぐし〔き・〕はなたせたまは

　　ず，御覧じいれてかへ薪／みさせ給ひ，まして｛鑓ま

　　らからたちをばさらな琴や，緯あにをばおやのや

　　うにたのみ申させたまひ，御をと・をば子のごと

　　くにはぐ・みたまひし御こ・ろをきてぞや。され

　　ば，　うせおはしました離し，　ことはむとはレ・ひな

　　がら，みなか重罪までき・つぎたてまつ琴て，お

　　しみかなしび申し・か。

　ここに語られるのは，安子の心醜辱と九条流の発弟

輔妹の結束の見事さであろう。安子は殿上入や女房か

ら鞠の数でない女官にも祝儀不祝儀の見舞いを欠かさ

ず，癒みや愚痴，訴えに耳を傾け，地方の受領購綴に

まで敬慕の輪を広げていく。霧灘な人心級驚策と言う

べきである。また，兄弟の結束と長幼の淳に心を醍つ

たこと，兼逓の鷺白就任の遺命を残したことぼ太政大

臣兼通」伝〉や，異母弟の公季を宮中で養育し，冷
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泉・聾融などの実子の親王方と講等に撮ったことぼ太

政大蓮公季ま接1にも認められる。いずれも，九条流

の基盤形成と，来るべき東宮（冷泉1の治政への布石

であると言ってよい．

　父麟輔の薨去後，九条家はわずかに長兄薄舞が参議

として台懸の末潔に名を連ねているのみであ翰，攣雰

臨身も冷泉の轟位まで7年間にわた辱昇進を生められ

ていた。安子の懲嬉と歴邊を蔑した後宮支寵と客車に

お締る巧みな人心の掌握により，九条家は帝をその掌

中に握軽，専権への遵を園めていくことになるのであ

る。

　　みかどよろづのまつ酵ごとをばきこえさせあはせ

　　てせさせたまひけるに，入のためなげきとあるべ

　　き事をばなをさせたまふ，よろこびとな諺ねべき

　　ことをばそ・のかし申させたまひ，をのづからお

　　ほやけきこしめしてあしか琴癒べき事など入のま

　　うすをば，輝くちよりいださせたまはず。かやう

　　なる御・むおもむけのあ辱がたくおはしませば，御

　　いの弩ともな吟て，ながくさかへおはしますにこ

　　そあべかめれ。

　韓土朝廷の治政の具｛本的な内実である；が，ここに言裟

される「大雄のザなげき」ヂよろこび」が九条家の鵜害

得喪を指すと見るならば，安子の政治介入を語るぎ大

鏡磨作者の意渓は明練である。轡上の治政は万機が安

子の護憲を得て運営されたのであ1），麺輔の存命率は

その権蔵が安子を通して帝の意向に反駿され，晦輔亡

き後は実頼・麟静・高明らの台麟との二頭数槍，また

は帝を通じて九条家の意志が台薩に影響力を確撮して

いたと言うのである。安子と合意の一しでなければ鶴事

も決裁鐵来ない後欝政治の現実が語られている。九条

家の意を帯した安子の合意と帝への跡言，更には蔵人

や女官に対する警論続編や帝への精報操作に至るま

で．それは徹底していた。

　かくして，安子関係記事は，

　　冷泉院・雛議院・為平式離郷宮と女宮獲入との御

　　母后にて，又ならびなくおはしましき。みかど・

　　春宮と串，た・代々の魏轡・摂政とまうすも，お

　　ほくはたゾこの九条殿の御一すぢな琴。

という，藤原北家九条流の隆盛と専権の道の礎を築い

た安子の功績を確認．して終わる。

　しかし，安子の奮疑は，外戚政治の叢薄な力学の前

に厳しい結果を違えることになる。そのiが響の宮為

事の不遇であ諺，その2は冷泉難綻への甕覇である。

　皇孫源氏の実力者である源高明との政治的バランス

に醗癒した瞬輔は，先に女三の嚢を高明の室として鱗

戚関係を結び，天徳2隼の安子の立后の鰹には高襲が

中宮大夫をつとめた（蓼公簸補任勤。また，三の君の逡

去後は愛宮を継室に送垂）込んでいるが，騨輔麗去の天

徳4奪当鶏臆まだ三の君が高明室であったから，愛宮

を高明の継室としたのはそれ以後の事である。｝7一緬輔の

死後も高明との靉靆を必要とした安子・撃勢らの鵯藪

によるものであろう。豪灘3年の露の宮為事と高明女

との鱈嬢も．九条家と高明の政治釣な思惑の現れであっ

たと見てよい。

　しかし，九条家と蔑瞬の政治的な観護縫係は，わず

か3年足らずで崩壊する。安秘2年3月，高明は皇孫

源氏の権力失墜を猛った藤原氏の謀略によ弩，太宰権

麟に左遷される。いわゆる安穏の変であるが，『大鏡垂

「締勇」伝によれば．謀略の主は高瞬に代わって左大

臣の位を望んだ小一条家鯨勢であったという。

　一方，　「麟薄藩涯｛云は，　この変に先立って，康報5奪

（安秘元1の冷菓即盛時における，九条家による懇の

宮為平の立太子離まと，五の富守平の立太子の策謀を

配している。

　　この雇の御はらには，式部郷の宮こそは，冷泉院

　　の〔舞！つぎにまづ東宮にもたちたまふべきに，

　　薩宮殿の御むこにおはしますによ辱て，御おと・

　　のつぎの宮にひきこされさせたまへるほどなどの

　　事ども，いといみじく侍り。そのゆへは，式部郷

　　の富みかどにみさせたまひなぱ，西富殿のぞうに

　　澄傘うつりて，源氏の御さかへにな弩ぬぺけれ

　　ば，御舅達の，たましひふかく，非道に簿おと・

　　をばひきこしまうさせたてまつらせたまへるぞか

　　し。量中にも宮のうちにも，とのばらのおぼしか

　　まへけるをばいかでかはしらん。

　為平を擁する皇孫源氏の勢力緋き長を恐れた撃雰・兼

逓・兼家らの思惑が，為事立太子懸止の運塗であると

いうのである。…方，『蓉本紀略遍によれば，村一｝二帝の

繰締鋳の東宮憲平（冷泉〉は，「皇太子嬉犠心，非尋

常。自今薩長醤月。珪掌大穏露高田寺塗大疑擁依召参東

宮。嚢御修法。以東宮郷薮壷。」など，狂疾の気が強

く，蔑位難問の錘いことを予離した九条家の危機意識

の現れであったと見ることも鐡来る。

　かくて，「糧：：おぼえ・みかどの御もてなしもことにお

もひまうけさせたまふ達為平は，「冷泉銑の〔轡3つぎ

にまづ東宮にもたちたまふべき達書として，量翼も轡

上帝も難持していたが，九条家籠の策謀によ韓［葬

遵」に立太子を隠藍されたという．蓼大鏡選の作者は，

安秘の変の起馨についても「さてぞかし，1いと〕おそ

ろしくかなしき御事どもいできにしは。藩と違べて，縣

勇の謀略を陰で操っていたのが九条家であることを賠

示する。

　冷泉の靉靆と守平玄太子を実現し，高醗の左遷と麟

雰の急遜によ1り台薦における威権を確立した九条家の

朝政墾姦に対して，関嚢実頼は蓼源語秘訣野に所引の

　ζ清韻公記嚢に，次のような撹覇を記している。後宮

に足掛か吟を持たない実頼の鬱懐を蛙露したものであ

るが，冷泉懸魏を強行した九条流のあくなき権勢欲と

栄華への擁視が認められる。

　　往代闘叢猛暴悪之主。未聞獲竈之君。麹既之繋。
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　　外戚不善之輩競一成昇進之望。左衛轡督責。藤納

　　言望大納言芸々。入夜後。右少将為光朝蓮来云。

　　瞬蒙験§一難右大将与藤大納霧議定畢之懲伝承聲

　　々。揚名縫自皐可被警蕉之者毯。

　また，蓼大鏡選の作者は，「麟輔達伝の結羅蔀に「い

にしへよむいまにかぎ辱もなくおはしますとの・，た

ゾ冷泉院の御あ弩さまのみぞ，いとこ・ろうく・ちを

しきことにおはします。達と記して，冷泉羅位を締輔の

栄華の汚点とする評懸を示すとともに，遵長の言葉と

して次のように語らせている。

　　そのみかどのいでおはしましたればこそ，この藤

　　氏のとのばらいまにさかへおはしませ。さらざら

　　ましかば，このごろわづかにわれらも諸太夫ばか

　　弩にな辱いで・，ところどころの御薦雑役につら

　　れあ軽きなましとこそ，

　憲平親王の懲生贋舞立によって九条流の権勢への遵

が購かれたのではなく，ε遵長は廃疾狂気の玲泉院がお

いでになったから藤原の栄苑が実現したのだと雪つ

た轡と解される。次の軒太政大駆轡雰」伝には漢薬郷

源俊賢の言としてゼ冷泉院のくるひよ辱は，花山院の

くるひはずちなきものなれ。」と語らせている。塗装・

霧鞍・苑灘・一条と続く皇貌の継承遜程における九条

流の朝政支翫を薄能にしたのは，安子獄後の後宮支離

と夢くるひ諜の帝の舞講堂を強行した結果であるという

のである。

　第6巻ゼ昔勅語達には，

　　かやうに鞠のはえうべうべしきことゾも・．天暦

　　の御時までな辱。冷泉院の御燈にな毒てこそ，さ

　　はいへども，よはくれふたが警たる心ちせしもの

　　かな。よのおとろふることも，その御練よむな弩。

という翁の舞膜の言葉がある。「昔麹語」における作者

の冷泉評は，そのまま安子の奮麗によって確立された

陰泉から後一条に至る治政の，九条流の朝政塾籔によ

る韓廷の権威の衰退への撹覇意識の表愚であると言う

ことオ§建1来よう。
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